
長期休暇モードの実施方法に関して             

                         富士フイルム GS テクノ（株） 

 

＜概要＞連続して 64 時間以上、2 週間以内の範囲で装置を使用しない時に用いるモードです。 

       

１、 長期休暇モードへの移行方法 

１） 準備 

①液供給タワーにインク各色とヘッド洗浄液、ヘッド保湿液がある事を確認する。 

 Refill Readay（白ランプ）、Near Empty（青ランプ）時は補給する。 

②ヘッドクリーニングウェブの未使用が半分以上、残っている事を確認する。 少ない場合は交換する。 

③インク廃液タンク、プレコンディショナーの廃液タンクを空にする。  

２） 操作   （①～⑥までは通常の終業メンテナンス） 

①操作画面より「データ待ち受けモード」を実行する。 長期休暇中にジョブ登録無い時は「システム終了」 

を選択し実行する。 「プレコンディショナーユニットクリーニング」、「終業時クリーニング」は実行する。 

②画面上で電源オフを押す。  

③本体の主電源を切る。 

 ④乾燥制御盤の電源を切る。 

 ⑤圧空供給設備（ベビーコンプレッサー）の電源を切る。  (水抜き実施) 

 ⑥水冷ボード温調機（チラー）、二台の電源を切る。 （インク温調機は電源を切らない） 

 ⑦LTS スイッチに付属の鍵を挿し右側に回す。 

 ⑧LTS スイッチに付属の鍵を抜く。 （30 秒以上待つ） 

 ⑨本体の主電源を入れる。 

 ⑩画面上で長期休暇モード表示になる事を確認する。  [画面 1] 

「長期休暇モードに移行しています」と表示される 

     ⑪一回目のクリーニングが実施される事を確認する。 

       「長期休暇モード中です」と表示される。   [画面 2] 

      ＊ 「長期休暇モード移行中にエラーが発生しました」と表示される場合は画面の手順に従って  

     エラーを解除する。  [画面 3] 

⑫ジェッティングシリンダーの前面カバーを開け閉めるとプリントヘッドの動作音がする事を確認する。 

 

２、 長期休暇モードからの復帰方法 

１） 操作 

① ジェッティングシリンダーの前面カバーを開け閉めるとプリントヘッドの動作音がする事を確認する。 

 音がすれば正常です。  音がしない時は動作が停止された可能性がある。 

    ②長期休暇モード画面右上の「電源ボタン」を押す。    [画面 4] 

    ③システム終了画面が表示されるので「電源オフ」ボタンを押す     [画面 5]。 

    ④操作画面が消えた事を確認して、本体の主電源を切る。 

    ⑤LTS スイッチに付属の鍵を挿し左側に回す。 

    ⑥LTS スイッチに付属の鍵を抜く。 （30 秒以上待つ）  

    ⑦始業点検を実施。  

    ⑧システム始動をする。 （通常の起動を実施） 

    ⑨<印字状態が良くない時> ヘッドクリーニングの「ハードクリーニング」を実施する。        

以上 
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